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Webサー ビスを利用したAndroidアプリケー ション開発・実装体験

技術部情報システム WG 吉岡 昌雄
小鳥 一生、 谷口 勝紀、 大村 悦彰、 山口 倫、 青木 敏弘、 上田 誠、 仲間 祐貴

1 . 概要

熊本大学工学部技術部 情報、ンステムWGではAndroid
アプリケー ションの開発から実装までを体験できる講
習会を開催した。

講習会で、はAppInventorというタイノレプログラミング
ツ ー ルを用い、 アプリケー ションを作成しAndroid端末

に実装して動作確認を行った。

本稿では講習会の内容を紹介し 、 開発環境である
App Inventorを用いた効果について報告する。

1. 背景

平成23年度、熊本大学工学部技術部では「工学基礎

技術の融合 と創造教育の実践Jと題して5つのテ ーマ
からなる講習会が企画され、情報システムIVG ではこの
中の 一つ「Android アプリケー ション開発・実装体験」

を開催した［1］。 平成24年度は 「技術部による体験型

実習プログラム」と題して6つのテ ーマで、講習会が企

画され、 情報システム \VG では、 昨年度に引き続き
Applnventor を用いた タイノレフ

。

ログラミングによる
Android開発から実装までを体験できる講習会「Web
ベースの Androidアプリ開発・実装体験Jを開催する

事になった［2］。

2. 講習内容

講習会案内を工学部全体の学生にメ ー ノレで、お知らせ

し参加を募った。 参加希望者が多く同じ内容の講習を

2日間実施した。

講習会は、 参加者それぞれに開発環境をインスト ー

／レした 端末l台を準備した。 また、 IJJ作確認用の実機

として Android 端末を 6台（Creative Ziio7×3, 

AcerICONIA TABA200×3）用意した。 講習会は表1の
スケ 、ジュ ーノレで、実施した。

表1 講習会スケジュ ーノレ

androidの紹介および，osとの比較について

1 0:00-11 :50 Applnventorの基本操作について

タッチセンサによるアプリケーション開発

休憩

加速度センサーを使用したアプリケーション開発
12:50 ー14:40

お絵かきアプリケーション開発

休思

14:50-16:50 Bluetoo出を使用したアプリケーション開発

16 50-17 ・：00 アンケートおよび閉会

Androidアプリケー ション開発には AppInventorを
用いた。 Applnventorは Android対応アプリケー ショ
ンを開発する為の Webサー ビスで、 プログラム未経験
でも扱いやすいように グラフイカルなユーザインタフ

ェ ースを実装している。 AppInventor は、 「画面を作
る」デザイナ（図1）と 「動かし方を定義するjブロ

ックエディタ（図2）で構成されている。 どちらもマ

ウスで操作でき直感でわかりやすい仕組みで、 できて

いる。
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図1 Applnventorデザイナ
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図2 Applnventorブロックエディタ

3. 考察
講習会希望者の内、 当日都合がつかず参加で、きない

受講者が1 2名いた。 希望が多かっただけに、 開催時

期については考慮する必要がある。

講習会希望者が多かったことは、 昨年度の実績が評
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